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ESGは手段であって目的ではない 

人間は手段を目的化してしまいがちであり、組織も同様である。近年の経営で多用される KPIも、

本来は経営目的を追求するための指標であるが、数値を向上させることが優先されて目的になってい

ることが少なくない。目標は具体的に数値で表わされている方が意識づけられ易く、KPI を利用する

こと自体は適切だが、真の経営目標を見失っていないか意識しないと、手段である数値目標の達成の

みが優先されてしまいかねない。 

国連の提唱した ESGは、自ら設定した MDGs（Millenium DevelopmentGoal s；後に SDGs（Sus tainable 

Development Goals））を達成するための手段であって、直接の目的ではない。目標とされているのは、

日本語で言えば「持続可能な成長」である。経済的な成長を実現することが目標であり、それを長期

に支え持続可能にするための手段が ESG である。したがって、ESG によって経済成長を阻害するべき

ではないし、経済的な安全保障を脅かすことがあってはならないと考えられる。 

また、置かれている国や経済によって、ESG の取り組み内容が異なるのも自然である。熱帯地域の

国と極地に近い極寒の国とでは、当然、取組みは異なる。寒冷地で生活するために、何らかの熱を発

生することは否定されない。地域特性を無視した一律の基準は、必ずしも適切ではないだろう。 

また、以前から主張しているように、ESG への取り組みも、燃焼といった一局面のみを捉えるので

はなく、全体を包摂して考える必要がある。例えば、水素を燃焼すると副産物は水だけであり、極め

てクリーンであるが、その水素を生成する過程で環境に好ましくない副産物が生じていないかの確認

が必要である。また、電力を産出するために太陽光パネルを用いるとしても、耐用年数を過ぎた廃パ

ネルの適切な処理が担保されなければ、必ずしも望ましいものではない。 

 

反 ESGの動きへの対応 

ESGを推進する取り組みには、そもそもから宗教的な思い込みの強い傾向がある。ESGに取り組まな

いと、人類が滅んでしまいかねないといった強迫観念すら感じられることがある。ESG 自体への取り

組みが不適切ではないのに、行き過ぎた ESG活動への反発が、足元の反 ESGの流れを呼んだものでは
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なかろうか。必要なのは「持続可能な ESG」というアプローチである。 

ESG への取り組みを“サステナブルかどうか”という観点から見直すことで、行き過ぎた感のある

一部の ESGを、より適正な取り組みに戻すことが可能になるだろう。大量の温室効果ガスを排出する

飛行機の利用を忌避するフライト･シェイム（Flight Shame）という主張も、代替として化石燃料を燃

焼する自動車や船舶を利用しては意味がない。だからと言って、ヨット等自然エネルギーを利用する

といった極端に走るのは、環境保全と効率性とのバランスを失している。 

筆者はよくプロ野球の試合を球場で観戦する。太陽光パネルで発電して電気を賄っている球場も見

られるが、その一方で、巨大な照明塔でグラウンドを照らすだけでなく、選手が登場する際に炎を演

出したり、ジェット風船を飛ばし、時に花火も打ち上げる。ESG を徹底するならば、矛盾する行為と

言わざるを得ない。しかし、人々は容認している。墨田川など大きな花火大会にしても、火薬の燃焼

で温室効果ガスを不必要に排出していると批判できるかもしれない。しかし、こういった季節のイベ

ントがあることで、観光収入が得られ、人々のメンタルが保たれるなら、容認されるのである。 

温室効果ガスのゼロエミッションに向けた取り組みも、あくまでもネットゼロを目指すべきで、ま

ったく排出しなくなるように取り組むのとは意味合いが異なるだろう。そういう観点からは、トラン

ジションを評価する考え方を、より強くして行くことが適切なのではないか。 

 

ESGへの適切な取り組み 

そもそも ESG の三つの要素は、まったく等価なものではないし、ESG スコアにおいても、算定方法

が異なる。決して単純な数値に意味があるのではなく、同じ評価者のスコアにおいて比較や改善とい

った分析に馴染む存在である。国際的には、既に評価機関の行動規範も策定されており、より適切な

評価と運用が求められることだろう。 

NHKのドラマ『べらぼう』で取り上げられた寛政の改革を批判する狂歌で、「白河の清き魚のすみか

ねて もとの濁りの田沼恋しき」というものがあるが、ESGにしても同じではなかろうか。極端な ESG

は持続可能ではなく、ある程度の許容幅を持つことが必要なのであり、現実的な取り組みと解決に導

くものであると考える。 
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